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「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー

パ
ー
ハ
イ
ウ
エ
イ
」で
あ
り
、

こ
の
な
か
で
計
量
と
産
業
と

の
関
わ
り
が
少
し
だ
け
説
明

さ
れ
た
。

　
安
倍
内
閣
の
政
策
の
柱
の

一
つ
に
科
学
技
術
創
造
立
国

が
あ
り
、
こ
れ
は
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
仕
組
み

を
強
化
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ

エ
イ
構
想
」
で
、

技
術
が
牽
引
す
る

社
会
経
済
を
想
定

し
て
お
り
、
新
し

い
技
術
の
創
出
、

知
識
の
普
及
、
産

業
化
と
い
っ
た
流

れ
を
恒
常
的
に
つ

く
っ
て
い
く
こ
と

11月22日、奈良県新公会堂能楽ホールで

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
科
学

技
術
創
造
立
国
を
実
現
し
よ

う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

米
国
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
ゴ

ア
副
大
統
領
が
推
進
し
た
情

報
イ
ン
フ
ラ
に
関
係
し
た

「
情
報
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
エ

イ
」
構
想
に
範
を
と
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

　
経
済
産
業
省
が
練
っ
た
構

想
で
あ
る
こ
と
か
ら
科
学
に

関
し
て
は
大
学
・
公
的
研
究

機
関
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

主
体
に
な
っ
て
い
る
。
技
術

の
主
体
は
企
業
研
究
部
門
が

想
定
さ
れ
、
事
業
・
経
営
は

企
業
事
業
部
門
が
そ
う
で
あ

る
。
こ
の
科
学
と
技
術
と
事

業
・
経
営
が
技
術
を
介
し
て

結
び
あ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
す
る
こ
と
が
構
想

さ
れ
て
い
る
。
創
出
さ
れ
た

新
し
い
理
論
や
知
見
と
技
術

を
結
び
つ
け
る
、
そ
し
て
そ

れ
を
事
業
に
し
て
い
く
と
い

う
関
係
を
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で

実
現
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
こ
れ
を
高
速
道
路
に
な

ぞ
ら
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

近
畿
6
府
県
で

持
ち
回
り
開
催

　
近
畿
計
量
大
会
は
花
滋
賀

県
計
量
協
会
、
京
都
府
計
量

団
体
連
合
会
、
花
兵
庫
県
計

量
協
会
、
花
大
阪
府
計
量
協

会
、
和
歌
山
県
計
量
協
会
、

奈
良
県
計
量
連
合
会
と
計
量

関
係
団
体
の
6
府
県
が
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
お
り
、
今

回
は
奈
良
県
の
当
番
で
開
か

　
計
測
標
準
フ
ォ
ー
ラ
ム
第

4
回
合
同
講
演
会
が
　
月
　

11

22

日
、
東
京
の
大
田
区
産
業
プ

ラ
ザ
P
i
O
で
開
か
れ
た
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、　
産
（独）

業
技
術
総
合
研
究
所
計
量
標

準
総
合
セ
ン
タ
ー
（
N
M
I

J
）
と
日
本
N
C
S
L
I
が

共
同
で
主
催
し
、
年
1
回
開

か
れ
て
い
る
。
大
規
模
な
講

演
会
で
あ
り
、
会
場
に
は
多

数
の
関
係
者
が
集
ま
っ
た
。

　
経
済
産
業
省
吉
田
雅
彦
知

的
基
盤
課
長
が
あ
い
さ
つ
し

た
。
計
量
制
度
見
直
し
の
概

要
に
つ
い
て
、
と
く
に
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
連
深
い
計

量
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
拡

充
に
絞
り
、
経
過
を
説
明
し

た
。
計
量
を
必
要
と
す
る
分

野
の
広
が
り
に
比
べ
、
計
量

標
準
、
校
正
事
業
者
と
も
に

不
足
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対

応
す
る
た
め
、
海
外
や
民
間

の
計
量
標
準
を
暫
定
的
に
導

入
す
る
指
定
計
量
標
準
制
度

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

報
告
書
案
作
成
後
の
新
た
な

見
直
し
点
と
し
て
、
校
正
事

業
者
認
定
機
関
を
民
間
開
放

す
る
案
が
あ
る
こ
と
も
報
告

さ
れ
た
。
現
在
、
報
告
書
案

の
内
容
を
法
令
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
案
を
事
務
局
で
検

討
し
て
い
る
。
今
後
は
報
告

書
案
に
対
す
る
意
見
を
踏
ま

え
、
さ
ら
な
る
制
度
見
直
し

を
進
め
て
い
く
。
来
年
2
月

ご
ろ
、
検
討
の
た
め
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催
す

る
予
定
が
あ
る
、
と
進
展
を

報
告
し
た
。

　「
計
測
標
準
の
役
割
の
広

が
り
」
と
い
う
題
で
N
M
I

J
技
術
顧
問
の
今
井
秀
孝
氏

が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
計

量
用
語
と
不
確
か
さ
に
つ
い

て
、
改
訂
機
関
の
概
要
や
基

れ
た
。
次
年
度
は
滋
賀
県
で

開
か
れ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
仕
組
み
を
強
化

　
こ
の
大
会
で
計
量
に
直
接

関
わ
る
議
題
は
な
く
講
演
の

一
つ
は
経
済
産
業
省
産
業
技

術
環
境
局
長
小
島
康
壽
氏
の

（1） 2006年（平成 18年）12月3日（日）第 2655 号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

近
畿
計
量
大
会
開
く
、
第
4
回
計
測
標
準
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
　
陰
面

最
新
の
電
子
天
び
ん
特
集
柑
　
　
　
　
　
　
　
    隠
韻
面

鎌
長
製
衡・金
本
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
柑
　
　
　
　
   吋
面

全
国
の
計
量
記
念
日
行
事
汗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 右
面

大
臣
表
彰
受
賞
者
紹
介
柑
、
資
料
・
第
1
回
国
計
連
款
、
ほ
か
 宇
面

天
空
へ
の
天
使
棺
、
計
量
計
測
器
ガ
イ
ド
翰
、社
説
  烏
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
長
野
計
器
Z
i
g
b
e
e
規
格
認
定
、
ほ
か
 
羽
面

　
2
0
0
6
（
平
成
　
）
年
度
近
畿
計
量
大
会
が
　
月
　

18

11

22

日
午
後
、
奈
良
市
の
奈
良
県
新
公
会
堂
能
楽
ホ
ー
ル
で
近

畿
地
区
の
計
量
協
会
等
の
関
係
者
2
0
0
名
ほ
ど
が
参
加

し
て
開
か
れ
た
。
主
行
事
と
し
て
経
済
産
業
省
産
業
技
術

環
境
局
長
小
島
康
壽
氏
の
講
演
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ー

パ
ー
ハ
イ
ウ
エ
イ
」、国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

千
田
稔
氏
の
「
平
城
遷
都
1
3
0
0
年
を
間
近
に
」
の
2

つ
の
講
演
と
大
蔵
流
春
日
禰
宜
座
狂
言
会
の
狂
言
「
寝
音

曲
」
が
演
じ
ら
れ
た
。
ま
た
協
議
会
会
長
感
謝
状
が
開
催

地
奈
良
県
の
吉
田
重
勝
、
西
野
孝
三
の
両
氏
に
贈
呈
さ
れ

た
。
懇
親
会
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
計
量

士
、
計
量
器
販
売
事
業
者
、
計
量
器
メ
ー
カ
ー
ほ
か
行
政

機
関
な
ど
の
参
加
者
が
交
流
し
た
。

政
府
施
策「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・ス
ー
パ
ー

ハ
イ
ウ
エ
イ
構
想
」の
中
身
を
聞
く

本
方
針
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
2
会
場
で
　
テ
ー
マ
の
講

16

演
が
行
わ
れ
た
。
標
準
物
質

生
産
者
の
認
定
や
、
適
合
性

認
定
機
関
間
の
横
断
組
織
の

発
足
と
い
っ
た
最
新
情
報
や

先
端
技
術
が
紹
介
さ
れ
た
。

な
か
で
も
周
波
数
や
イ
ン

ピ
ー
ダ
ン
ス
の
e

t
r

a
c
e
（
遠
隔
校
正
）
に
関

す
る
講
演
は
、
立
ち
見
も
出

る
盛
況
で
あ
っ
た
。

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
羽
面
）

関
係
を
い
ま
流
行
の
言
葉
で

あ
る
「
双
方
向
」（
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
 ）
性
を
意
識
し
て

つ
く
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
は

異
分
野
融
合
と
垂
直
連
携
が

推
奨
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
構

想
を
掲
げ
て
役
所
は
触
媒
的

な
働
き
を
し
、
技
術
支
援
と

人
材
育
成
を
も
目
指
し
て
資

金
援
助
機
能
も
果
た
し
て
い

く
。

　「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー

パ
ー
ハ
イ
ウ
エ
イ
構
想
」
は

　
年
7
月
6
日
付
け
財
政
・

06経
済
一
体
改
革
会
議
の
「
経

済
成
長
戦
略
大
綱
（
抄
）」
に

お
け
る
「
大
学
、
公
的
機
関
、

産
業
界
、
政
府
が
連
携
し
、

研
究
か
ら
市
場
へ
、
市
場
か

ら
研
究
へ
と
双
方
向
で
鋭
い

軸
が
通
る
仕
組
み
（「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー
パ
ー
ハ

イ
ウ
エ
イ
構
想
」）の
構
築
を

目
指
す
」
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
発
し
て
お
り
、
国
の
科
学

技
術
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
し
て
国
際
競
争

力
を
強
化
す
る
考
え
の
中
心

的
な
部
分
に
な
っ
て
い
る
。

計
測
標
準
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
者
多
数

e
t
r
a
c
e
関
連
講
演
は
立
ち
見
も


